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６
月
18
日
（
日
）
に
開
催
さ
れ

た
東
京
都
医
師
会
第
３
０
０
回

（
定
時
）
代
議
員
会
に
お
い
て
、

第
５
次
チ
ー
ム
尾
﨑
の
面
々
全
員

が
選
任
さ
れ
、
今
後
更
に
２
年
間

の
舵
取
り
を
任
せ
て
い
た
だ
く
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。
５
期
・
10
年

間
の
集
大
成
と
し
て
、
気
を
緩
め

る
こ
と
な
く
、
引
き
続
き
緊
張

感
を
持
っ
て
、
会
長
の
職
務
に

し
っ
か
り
向
き
合
っ
て
い
く
所
存

で
す
。

今
回
、
12
年
以
上
共
に
活
動
し

て
き
た
猪
口
正
孝
・
⻆
田
徹
両
前

副
会
長
と
別
れ
る
の
は
大
変
寂
し

い
こ
と
で
は
あ
り
ま
す
が
、
猪
口

前
副
会
長
は
東
京
都
病
院
協
会
会

長
に
、
ま
た
⻆
田
前
副
会
長
は
日

本
医
師
会
副
会
長
に
専
念
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
更
に
そ
の
力
を
発

揮
し
て
く
れ
る
こ
と
と
期
待
し
て

お
り
ま
す
。

そ
し
て
、
４
年
間
医
療
保
険
担

当
理
事
と
し
て
、
ま
た
「
Ｔ
Ｍ
Ａ

近
未
来
医
療
会
議
」
を
平
川
博
之

副
会
長
と
共
に
中
心
と
な
っ
て
設

立
、
運
営
に
あ
た
っ
て
く
れ
た
黒

瀨
巌
前
理
事
に
も
感
謝
し
た
い
と

思
い
ま
す
。
今
後
も
、
日
本
医
師

会
常
任
理
事
と
し
て
活
躍
さ
れ
る

こ
と
を
期
待
し
ま
す
。

３
人
が
抜
け
た
チ
ー
ム
に
は
、

増
田
幹
生
北
区
医
師
会
長
、
小
平

祐
造
花
と
森
の
東
京
病
院
院
長
、

そ
し
て
荘
司
輝
昭
立
川
市
医
師
会

理
事
に
入
っ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
３
人
と
も
素
晴
ら
し
い
能
力

を
持
っ
た
方
た
ち
な
の
で
、
第
５

次
チ
ー
ム
尾
﨑
も
、
皆
さ
ん
の
ご

期
待
に
応
え
ら
れ
る
も
の
と
自
負

し
て
い
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
感
染
症
法
上
の
分
類
は
５
類
に

な
っ
た
も
の
の
感
染
者
数
は
漸
増

し
て
お
り
、
ま
だ
ま
だ
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
と
は
同
等
に
扱
え
な
い
厄

介
な
本
疾
患
に
対
す
る
対
策
に
手

抜
き
は
許
さ
れ
ま
せ
ん
。
特
に
高

齢
者
、
基
礎
疾
患
を
持
っ
て
い

る
方
、
透
析
患
者
の
方
、
妊
婦
の

方
、
障
害
を
抱
え
る
お
子
さ
ん
な

ど
に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き
感
染

が
及
ば
な
い
よ
う
、
ま
た
罹
患
し

て
も
迅
速
に
医
療
が
提
供
で
き
る

よ
う
、
東
京
都
の
行
政
と
協
力
し

な
が
ら
適
切
に
対
処
し
て
い
き

ま
す
。

少
子
超
高
齢
社
会
の
入
り
口
と

さ
れ
て
い
る
、
団
塊
の
世
代
の
方

が
す
べ
て
75
歳
の
後
期
高
齢
者
と

な
る
２
０
２
５
年
ま
で
、
あ
と
１

年
半
と
な
り
ま
し
た
。
東
京
都
で

は
昨
年
も
人
口
が
４
万
４
千
人
増

え
ま
し
た
が
、
決
し
て
子
ど
も
が

増
え
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
道

府
県
か
ら
の
流
入
人
口
が
増
加
し

て
い
る
の
が
現
状
で
す
。

人
口
が
減
ら
な
い
ま
ま
で
高
齢

化
が
進
み
、
単
身
・
夫
婦
の
み
・

高
齢
者
の
親
と
独
身
の
団
塊
ジ
ュ

ニ
ア
と
の
同
居
世
帯
な
ど
、
認
知

症
や
フ
レ
イ
ル
の
進
行
に
よ
っ
て

要
介
護
状
態
に
な
っ
た
場
合
、
家

庭
内
で
の
介
護
が
難
し
い
世
帯
が

激
増
し
て
い
く
こ
と
が
予
想
さ
れ

る
東
京
。
ま
た
、
入
院
患
者
の
８

割
が
、
65
歳
以
上
の
高
齢
者
で
占

め
ら
れ
て
い
く
と
予
想
さ
れ
て
い

る
東
京
。

私
ど
も
は
２
０
２
２
年
に
「
Ｔ

Ｍ
Ａ
近
未
来
医
療
会
議
」
を
立
ち

上
げ
、
こ
の
近
未
来
の
東
京
で
予

想
さ
れ
る
医
療
や
介
護
に
お
け
る

実
態
、
問
題
点
を
議
論
し
て
き
ま

し
た
。
社
会
保
障
の
財
源
論
と

い
っ
た
大
き
な
テ
ー
マ
も
含
め
、

解
決
す
べ
き
数
多
く
の
問
題
点
を

提
示
し
、
こ
の
た
び
書
籍
『
近
未

来
の
Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ｙ
Ｏ
医
療
に
希
望
は

あ
る
か
？
』
を
出
版
し
ま
し
た
。

今
後
、
多
く
の
方
に
読
ん
で
い
た

だ
き
、
い
ろ
い
ろ
な
分
野
の
方
、

都
民
に
も
こ
の
問
題
点
を
共
有

し
、
医
師
会
と
共
に
論
じ
る
こ
と

が
で
き
る
２
年
間
に
し
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
本
書
籍
の
中
で
提
起
し

た
問
題
点
の
回
答
と
な
る
よ
う
な

具
体
策
を
、
役
員
一
同
真
剣
に
考

え
な
が
ら
、
で
き
れ
ば
「
第
２
次

Ｔ
Ｍ
Ａ
近
未
来
医
療
会
議
」
を
立

ち
上
げ
て
、
再
び
喧
々
諤
々
の
議

論
を
し
な
が
ら
、
ま
と
め
て
い
け

れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

地
区
医
師
会
、
大
学
医
師
会
、

都
立
病
院
医
師
会
の
会
員
の
皆
さ

ん
、
引
き
続
き
の
ご
支
援
と
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。
２
年
間
全

力
で
頑
張
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

尾
﨑
会
長 
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東
京
都
の
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
に

お
け
る
東
京
都
医
師
会
の

貢
献
に
対
し
、
小
池
百
合
子

東
京
都
知
事
よ
り
感
謝
状

が
贈
ら
れ
た
。

贈
呈
式
は
５
月
30
日（
火
）

に
東
京
都
医
師
会
館
で
行

わ
れ
、
東
京
都
福
祉
保
健
局

か
ら
は
佐
藤
智
秀
局
長
、
雲

田
孝
司
健
康
危
機
管
理
担

当
局
長
、
成
田
友
代
技
監
が

来
館
し
た
。
佐
藤
局
長
か
ら

尾
㟢
治
夫
会
長
に
感
謝
状

が
手
交
さ
れ
、
協
力
へ
の
感

謝
の
意
が
表
さ
れ
た
。

６
月
18
日
（
日
）、
第
３
０
０

回
（
定
時
）
代
議
員
会
が
前
日
に

続
き
真
夏
日
と
な
っ
た
外
気
温
の

な
か
、
東
京
都
医
師
会
館
で
開
催

さ
れ
た
。
ま
ず
、
慣
例
に
よ
り
仮

議
長
と
し
て
杉
並
区
医
師
会
の
氏

家
久
氏
が
指
名
さ
れ
、
更
に
仮
議

長
か
ら
会
議
録
署
名
人
に
港
区
医

師
会
の
坪
田
淳
氏
、
江
東
区
医
師

会
の
浅
川
洋
氏
が
指
名
さ
れ
た
。

４
期
目
の
会
長
職
を
終
え
る
尾

㟢
治
夫
会
長
は
「
５
月
８
日
に
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
法

律
上
の
取
り
扱
い
が
２
類
相
当
か

ら
５
類
に
変
更
に
な
っ
た
が
、
振

り
返
る
と
流
行
初
期
は
敵
が
見
え

ず
、
検
査
体
制
の
整
備
も
間
に
合

わ
な
か
っ
た
た
め
試
行
錯
誤
で

闘
っ
て
き
た
。
そ
の
過
程
に
お
い

て
、
検
査
セ
ン
タ
ー
の
設
立
や
病

床
の
確
保
、
宿
泊
療
養
や
ワ
ク
チ

ン
接
種
、
Ｈ
Ｅ
Ｒ

─

Ｓ
Ｙ
Ｓ
で
の

届
出
や
自
宅
療
養
者
へ
の
医
療
提

供
体
制
の
確
立
な
ど
で
会
員
の
先

生
方
に
ご
協
力
い
た
だ
き
、
ご
尽

力
に
感
謝
し
た
い
」
と
謝
辞
を
述

べ
た
。

ま
た
、「
東
京
都
は
人
口
が
増

え
て
い
る
特
殊
な
事
情
を
持
っ
た

地
域
で
、
将
来
の
医
療
提
供
体
制

の
整
備
が
喫
緊
の
課
題
で
あ
る
こ

と
か
ら
、
今
後
の
医
療
提
供
体
制

の
あ
り
方
を
検
討
す
る
『
Ｔ
Ｍ
Ａ

近
未
来
医
療
会
議
』
を
立
ち
上
げ

た
。
多
く
の
学
識
経
験
者
・
有
識

者
と
議
論
を
重
ね
、
こ
の
た
び
本

会
議
の
提
言
を
ま
と
め
た
書
籍
を

出
版
し
た
が
、
次
期
も
任
せ
て
い

た
だ
け
る
な
ら
２
０
２
５
年
以
降

の
東
京
の
医
療
に
つ
い
て
具
体

的
な
医
療
政
策
を
検
討
し
、
提

示
し
た
い
」
と
５
期
目
へ
の
抱
負

が
述
べ
ら
れ
た
。

議
長
、
副
議
長
と
も
１
名
の
立

候
補
で
あ
っ
た
た
め
投
票
は
行
わ

れ
ず
、
議
長
に
窪
田
美
幸
氏
（
世

田
谷
区
）、
副
議
長
に
指
田
純
氏

（
西
東
京
市
）
が
選
出
さ
れ
た
。

令
和
４
年
度
庶
務
及
び
事
業
報
告

各
事
業
に
つ
い
て
は
、
①
地
域

医
療
構
想
調
整
会
議
を
開
催
し
、

病
床
配
分
希
望
お
よ
び
地
域
医
療

支
援
病
院
申
請
の
医
療
機
関
か
ら

説
明
を
受
け
る
と
と
も
に
、
医
療

機
関
を
対
象
に
実
施
し
た
地
域
連

携
に
係
る
調
査
の
結
果
を
も
と

に
、
将
来
に
向
け
た
地
域
医
療
連

携
等
に
つ
い
て
意
見
交
換
を
行
っ

た
こ
と
、
②
高
齢
社
会
に
お
け
る

運
転
技
能
お
よ
び
運
転
環
境
検
討

委
員
会
で
は
、
安
全
運
転
の
継
続

を
目
的
と
し
て
「
実
地
医
家
に
お

け
る
高
齢
ド
ラ
イ
バ
ー
へ
の
指
導

ガ
イ
ド
」
を
作
成
し
た
こ
と
、
③

新
規
に
開
業
す
る
医
師
が
必
要
な

制
度
を
習
得
し
、
日
常
診
療
で
も

活
用
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
冊

子
「
新
規
開
業
医
の
た
め
の
保
険

診
療
の
要
点
」を
発
行
し
た
こ
と
、

④
医
師
の
み
な
ら
ず
各
界
の
有
識

者
を
委
員
と
す
る
「
Ｔ
Ｍ
Ａ
近
未

来
医
療
会
議
」
を
設
置
し
、
診
療

報
酬
体
系
の
見
直
し
を
含
ん
だ
提

言
を
取
り
ま
と
め
、
行
政
や
都
民

へ
周
知
す
る
た
め
に
公
開
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
を
開
催
し
た
こ
と
、
な
ど

が
報
告
さ
れ
た
。

ま
た
、
令
和
４
年
度
は
元
東
京

都
医
師
会
長
の
鈴
木
聰
男
先
生
を

は
じ
め
、
１
３
１
名
の
物
故
者
の

報
告
が
あ
り
、
出
席
者
全
員
か
ら

黙
祷
が
捧
げ
ら
れ
た
。

第
１
号
議
案 

令
和
４
年
度
東
京

都
医
師
会
決
算
に
関
す
る
件

将
来
の
会
館
建
替
・
大
規
模
修

繕
の
た
め
積
み
立
て
を
開
始
し
た

こ
と
な
ど
の
報
告
に
続
き
、
公
益

目
的
事
業
会
計
の
経
常
費
用
計
は

法
人
全
体
の
経
常
費
用
の
94
・

８
％
に
あ
た
り
、
公
益
社
団
法
人

に
求
め
ら
れ
る
基
準
の
要
件
を
充

足
し
て
い
る
こ
と
な
ど
が
報
告
さ

れ
、
決
算
は
賛
成
過
半
数
で
決
議

さ
れ
た
。

第
２
号
議
案 

令
和
６
年
度
東
京

都
医
師
会
会
費
賦
課
徴
収
に
関
す

る
件会

費
賦
課
額
は
年
額
で
Ａ
会
員

８
万
８
８
０
０
円
、
Ｂ
会
員
（
31

歳
以
上
）
３
万
４
２
０
０
円
、

（
30
歳
以
下
）
１
万
８
０
０
０
円
、

大
学
正
会
員
１
万
２
０
０
０
円
、

大
学
特
別
会
員
６
０
０
０
円
と
す

る
こ
と
が
賛
成
過
半
数
で
決
議
さ

れ
た
。

第
３
号
議
案 

一
般
社
団
法
人
国

分
寺
市
医
師
会
承
認
を
求
む
る
の
件

北
多
摩
医
師
会
か
ら
分
離
・
独

立
す
る
国
分
寺
市
医
師
会
を
、
東

京
都
医
師
会
定
款
第
２
条
第
２
項

に
規
定
す
る
医
師
会
と
す
る
こ
と

に
つ
い
て
承
認
が
求
め
ら
れ
、
賛

成
過
半
数
で
決
議
さ
れ
た
。

第
４
号
議
案 

東
京
都
医
師
会
役

員
等
の
選
任
に
関
す
る
件

会
長
１
名
、
副
会
長
３
名
、
理

事（
定
款
第
32
条
第
６
項
に
よ
る
）

１
名
、
理
事
14
名
、
監
事
２
名
、

医
道
審
議
委
員
11
名
に
つ
い
て
、

候
補
者
数
が
定
数
と
同
数
で
あ
っ

た
た
め
投
票
は
行
わ
れ
ず
、
賛
成

過
半
数
で
選
任
さ
れ
た
。

最
後
に
尾
㟢
会
長
か
ら
、
今
回

退
任
し
た
猪
口
正
孝
・
⻆
田
徹
両

副
会
長
、
黒
瀨
巌
理
事
に
一
人
ひ

と
り
労
い
の
言
葉
が
か
け
ら
れ
、

そ
れ
ぞ
れ
の
先
生
方
が
挨
拶
の
な

か
で
思
い
出
を
語
り
、
閉
会
と

な
っ
た
。 東京都の新型コロナ対策に貢献 

都知事から感謝状

左から、猪口副会長、尾﨑会長、佐藤局長、
雲田健康危機管理担当局長、成田技監

東
京
都
医
師
会 

第
３
０
０
回（
定
時
）代
議
員
会

第
３
０
０
回
（
定
時
）
代
議
員
会
役
員
等
選
挙
結
果

�

（
＊
は
新
任
）

代
議
員
会
議
長

　

窪
田　

美
幸
（
世
田
谷
区
）

代
議
員
会
副
議
長

　

指
田　

純
（
西
東
京
市
）

会
長

　

尾
㟢　

治
夫�

（
東
久
留
米
市
）

副
会
長

　

土
谷　

明
男
（
江
戸
川
区
）

　

蓮
沼　

剛
（
日
本
橋
）

　

平
川　

博
之
（
八
王
子
市
）

理
事（
定
款
第
32
条
第
6
項
に
よ
る
）

　

落
合　

和
彦
（
慈
恵
）

理
事

　

小
林　

弘
幸
（
順
天
堂
大
）

　

弘
瀨　

知
江
子
（
大
森
）

　

西
田　

伸
一
（
調
布
市
）

　

大
坪
由
里
子
（
世
田
谷
区
）

＊
小
平　

祐
造
（
北
区
）

　

鳥
居　

明
（
世
田
谷
区
）

　

新
井　

悟
（
杉
並
区
）

＊
増
田　

幹
生
（
北
区
）

　

目
々
澤　

肇
（
江
戸
川
区
）

　

川
上　

一
恵
（
渋
谷
区
）

＊
荘
司　

輝
昭
（
立
川
市
）

　

市
川　

菊
乃
（
墨
田
区
）

　

水
野　

重
樹
（
板
橋
区
）

　

佐
々
木　

聡
（
浅
草
）

監
事

　

齋
藤　

寛
和
（
小
金
井
市
）

　

稲
葉　

貴
子
（
杉
並
区
）

医
道
審
議
委
員

　

川
村　

益
彦
（
町
田
市
）

　

石
川　

辰
雄
（
葛
飾
区
）

＊
髙
橋　

由
光
（
玉
川
）

　

大
辻　

正
高
（
日
本
橋
）

　

岡
本　

克
郎
（
江
東
区
）

＊
天
木　

聡
（
板
橋
区
）

　

瀧
澤　

一
樹
（
武
蔵
野
市
）

　

熊
谷　

み
ど
り
（
文
京
区
）

　

木
村　

肇
（
目
黒
区
）

　

小
路　

良
（
品
川
区
）

　

南
雲　

晃
彦
（
蒲
田
）

※
敬
称
略
、
記
載
の
順
序
は
抽
選
に
よ
る

正
副
議
長
選
挙

議
　
事

報
　
告

新たに選任された役員を紹介する尾﨑会長

退任する役員からの挨拶
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担当
分野 担当理事 職務内容（令和5年6月18日現在) 担当

分野 担当理事 職務内容（令和5年6月18日現在)

■ 

経
理

市
川
菊
乃

理
事 経理、税務、融資、医師年金、医療関連職種、

外国人医療

■ 

疾
病
対
策

鳥
居
　
明 

理
事 感染症、HIV/AIDS、三・五者協、公害環境衛生、

健（検）診事業、予防接種、母子保健、生涯保健、
特定検診、タバコ対策、健康スポーツ医

■ 

学
術
・
教
育

落
合
和
彦

理
事

学術講演、倫理委員会、治験、勤務医、生涯教育、
専門医制度、医学振興事業、次世代医師・女性医師・
男女共同参画、医学生教育・啓発、医師臨床研修制度、
母体保護、周産期救急

■ 

疾
病
対
策

川
上
一
恵 

理
事 感染症、HIV/AIDS、三・五者協、公害環境衛生、

健（検）診事業、予防接種、母子保健、生涯保健、
学校保健、学校医会、幼稚園医、保育園医、小児救急

■ 

学
術
・
教
育

大
坪
由
里
子 

理
事

学術講演、倫理委員会、治験、勤務医、生涯教育、
専門医制度、医学振興事業、次世代医師・女性医師・
男女共同参画、医学生教育・啓発、医師臨床研修制度、
外国人医療

■ 

医
療
支
援

小
林
弘
幸 

理
事 医療安全対策、医療事故調査制度、精度管理、健康食品、

患者相談窓口（診療情報提供）、医事紛争、医賠責保険

■ 

学
校
保
健

弘
瀨
知
江
子

理
事

学校保健、学校医会、幼稚園医、保育園医、難病

■ 

医
療
情
報

目
々
澤 

肇 

理
事

情報システム、調査研究、各種統計

■ 

医
療
介
護
福
祉

西
田
伸
一 

理
事 地域福祉、高齢者保健福祉計画、地域包括ケア、

在宅医療、精神保健医療福祉 、認知症、多職種連携、
訪問看護ステーション、老健施設、介護保険

■ 

地
域
医
療

佐
々
木
　
聡 

理
事 地域医療、保健医療計画、地域医療構想、地域包括ケア、

医師会共同利用施設、介護保険

■ 

出
版
・
広
報

水
野
重
樹 

理
事

マスコミ対応、都医雑誌・ニュース、都民公開講座、
元気がいいね、産業保健・産業医

■ 

地
域
医
療

増
田
幹
生 

理
事 地域医療、保健医療計画、地域医療構想、地域包括ケア、

医業経営、税制、医療法人、医療廃棄物、開業支援、
エコ

■ 

総
務

代議員会・総会、理事会、医道審議会、会長連絡協議会、
各種団体、リハビリ病院、 企画調整、日本医師会、
地区医師会、その他医師会連絡、会館管理、人事企画

■ 

救
急
・
災
害

新
井
　
悟 

理
事

救急、災害医療、休日全夜間診療

■ 

医
療
保
険

荘
司
輝
昭 

理
事 医療保険、社保・国保審査、支払基金、国保連合会、

自賠責、労災、監察医務、有床診療所

■ 

救
急
・
災
害

小
平
祐
造 

理
事 救急、災害医療、休日全夜間診療、病院、リハビリ医療、

地域医療構想

新役員職務分担、代議員会議長・副議長

■ 

平
川
博
之

　 

副
会
長

尾
﨑
治
夫 

会
長

■ 

蓮
沼
　
剛

　 

副
会
長

■ 

土
谷
明
男

　 

副
会
長

指
田
　
純 

代
議
員
会
副
議
長

窪
田
美
幸 

代
議
員
会
議
長

稲
葉
貴
子 

監
事 

 

齋
藤
寛
和 

監
事 副会長職務分担

　■ 平川博之 副会長
　■ 蓮沼　剛 副会長
　■ 土谷明男 副会長
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６
月
５
日
（
月
）、
東
京
都
医

師
会
館
に
お
い
て
ソ
ウ
ル
特
別
市

医
師
会
と
東
京
都
医
師
会
の
意
見

交
換
会
が
開
催

さ
れ
た
。
ソ
ウ

ル
特
別
市
医
師

会
か
ら
は
、
パ

ク
・
ミ
ョ
ン
ハ

会
長
以
下
５
名

お
よ
び
医
師
新

聞
記
者
１
名
が

来
館
し
た
。
東

京
都
医
師
会
か

ら
は
尾
㟢
治
夫

会
長
以
下
役
員

16
名
、
代
議
員

会
議
長
、
参
与

が
参
加
し
た
。

は
じ
め
に
、

尾
㟢
会
長
よ
り

挨
拶
が
あ
り
「
両
国
と
も
に
少
子

高
齢
社
会
を
迎
え
、
ま
た
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
よ
う
な

パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
が
再
び
起
こ
る
可

能
性
も
あ
り
、
自
然
災
害
も
多
発

し
て
い
る
。
今
後
は
両
医
師
会
で

意
見
交
換
を
行
い
、
将
来
的
な
こ

と
も
含
め
て
理
解
を
深
め
、
良
い

関
係
を
築
い
て
い
き
た
い
」
と
述

べ
た
。
パ
ク
会
長
は
「
日
本
は
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク

を
成
功
さ
せ
、
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ

─

19

対
策
も
素
晴
ら
し
く
、
ワ
ク
チ
ン

接
種
、
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
体
制
、
遠
隔

診
療
（
オ
ン
ラ
イ
ン
診
療
）、
在

宅
診
療
等
を
総
括
的
に
行
い
成
功

し
て
い
る
。
今
回
こ
の
よ
う
な
意

見
交
換
会
の
機
会
を
得
ら
れ
、
東

京
都
医
師
会
の
役
員
お
よ
び
事
務

局
の
方
々
に
大
変
感
謝
し
て
い

る
。
来
年
は
、
ソ
ウ
ル
市
に
来
て

い
た
だ
き
た
い
」
と
語
っ
た
。

次
に
、
パ
ク
・
サ
ン
ヒ
ョ
プ
総

務
理
事
よ
り
、
ソ
ウ
ル
特
別
市
医

師
会
の
紹
介
が
あ
っ
た
。
ま
た
、

韓
国
で
発
生
し
た
感
染
症
の
歴
史

に
触
れ
、
今
回
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
発
生
に
関
す
る
オ

ン
ラ
イ
ン
診
療
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

ケ
ア
（
地
域
包
括
ケ
ア
：「
地
域

社
会
ケ
ア
法
」
韓
国
、
２
０
１
８

年
）
に
つ
い
て
説
明
し
、
ケ
ア
モ

デ
ル
と
し
て
日
本
の
モ
デ
ル
を
参

考
に
し
た
こ
と
が
話
さ
れ
た
。
東

京
都
医
師
会
か
ら
は
、
目
々
澤
肇

理
事
が
オ
ン
ラ
イ
ン
診
療
に
つ
い

て
、
西
田
伸
一
理
事
が
高
齢
化
社

会
に
お
け
る
取
り
組
み
に
つ
い
て

発
表
し
た
。
そ
の
後
、
オ
ン
ラ
イ

ン
診
療
や
医
療
費
、
薬
の
処
方
に

つ
い
て
な
ど
、
活
発
な
意
見
交
換

が
行
わ
れ
た
。

尾
㟢
治
夫
会
長
は
「
コ
ロ
ナ
禍

で
医
療
を
提
供
す
る
側
・
受
け
る

側
と
も
に
教
訓
が
あ
り
、
そ
れ
を

今
後
の
医
療
に
ど
う
生
か
し
て
い

く
の
か
が
重
要
に
な
る
。
医
療
者

側
で
は
、
今
後
の
新
た
な
パ
ン
デ

ミ
ッ
ク
等
の
有
事
の
医
療
に
つ
い

て
検
討
す
る
機
会
と
な
り
、
２
０

２
５
年
以
降
の
地
域
包
括
ケ
ア
シ

ス
テ
ム
に
つ
な
が
る
自
宅
療
養
者

へ
の
24
時
間
の
支
援
体
制
が
構
築

さ
れ
た
。
ま
た
、
か
か
り
つ
け
医

に
関
す
る
議
論
も
行
わ
れ
た
が
、

東
京
都
で
は
各
科
の
専
門
医
が
グ

ル
ー
プ
と
な
り
、
予
防
も
含
め
て

地
域
の
人
々
を
診
て
い
く
と
い
う

体
制
を
作
っ
て
い
き
た
い
。
そ
の

際
に
重
要
に
な
る
の
は
医
療
情
報

の
共
有
で
あ
り
、
医
療
Ｄ
Ｘ
は
更

に
必
須
の
仕
組
み
に
な
っ
て
い
く

だ
ろ
う
」
と
述
べ
た
。

医
療
を
受
け
る
側
に
対
し
て
は

「
ワ
ク
チ
ン
に
よ
る
発
症
予
防
・

重
症
化
予
防
の
重
要
性
に
対
す
る

意
識
が
高
ま
り
、
ま
た
自
己
健
康

管
理
（
セ
ル
フ
メ
デ
ィ
ケ
ー
シ
ョ

ン
）
に
つ
い
て
考
え
る
機
会
に
も

な
っ
た
と
思
う
。
東
京
都
医
師
会

で
は
、
こ
れ
ま
で
都
民
の
ヘ
ル
ス

リ
テ
ラ
シ
ー
を
向
上
さ
せ
る
た
め

の
活
動
を
し
て
き
た
が
、
今
後
も

健
康
や
医
療
に
関
す
る
正
し
い
情

報
を
見
極
め
、
理
解
し
て
活
用
す

る
こ
と
を
身
に
付
け
て
、
自
分

の
健
康
を
守
っ
て
ほ
し
い
」
と

語
っ
た
。

ソ
ウ
ル
特
別
市
医
師
会
・

 

東
京
都
医
師
会 

意
見
交
換
会

パク会長から尾﨑会長に記念品が手渡された

東
京
都
医
師
会 

定
例
記
者
会
見

６
月
13
日（
火
）開
催

―
コ
ロ
ナ
禍
で
得
た
教
訓
を
今
後
の
医
療
に
生
か
す
―

都
医
ニ
ュ
ー
ス
２
号（
昭
和
36
年
２
月
発
行
）を

お
持
ち
の
方
は
ご
一
報
く
だ
さ
い

東
京
都
医
師
会 

広
報
学
術
課 

☎
０
３-

３
２
９
４-

８
８
２
１

医
療
基
本
法
を
制
定
す
べ
き
で

あ
る
と
す
る
構
想
は
、
こ
れ
ま
で

さ
ま
ざ
ま
な
団
体
か
ら
な
さ
れ
て

き
た
経
緯
が
あ
る
。
歴
史
的
に
は

昭
和
43
年
に
日
本
医
師
会
が
公
表

し
た「
医
療
基
本
法（
第
一
草
案
）」

が
最
も
古
い
も
の
で
あ
る
と
思
わ

れ
る
。
こ
の
日
本
医
師
会
の
提
言

を
端
緒
と
し
て
、厚
生
省
（
当
時
）

も
医
療
基
本
法
案
を
示
し
、
昭
和

47
年
に
は
第
68
回
国
会
に
政
府
案

と
し
て
提
出
し
た
。
更
に
政
府
案

の
対
案
と
し
て
、
社
会
・
公
明
・

民
社
３
党
か
ら
も
「
医
療
保
障
基

本
法
」
が
昭
和
48
年
の
第
71
回
国

会
に
提
出
さ
れ
た
が
、
い
ず
れ
も

廃
案
と
な
り
、
や
が
て
「
医
療
基

本
法
」は
議
論
さ
れ
な
く
な
っ
た
。

全
日
本
病
院
協
会
は
「
病
院
の

あ
り
方
に
関
す
る
報
告
書
（
２
０

１
５

─

２
０
１
６
年
版
）」
に
お

い
て
、「
医
療
基
本
法
案
（
全
日

病
版
）」
を
提
案
し
て
い
る
。

日
本
医
師
会
案
で
は
、
医
療
を

「
患
者
の
基
本
的
権
利
を
尊
重
し
、

疾
病
の
治
療
、
健
康
の
支
援
に
努

め
る
術
（
ア
ー
ト
）」
と
定
義
し

て
い
る
。
全
日
病
で
は
、「
医
療

と
は
、
健
康
保
持
、
健
康
増
進
、

疾
病
予
防
、治
療
、リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
、
看
取
り
を
含
む
複
合
か

つ
一
連
の
健
康
に
関
す
る
お
世
話

で
あ
り
、
そ
れ
を
目
的
と
し
た
専

門
職
に
よ
る
行
為
を
い
う
」
と
定

義
し
て
い
る
。

患
者
側
か
ら
の
法
制
化
の
要
望

も
古
く
か
ら
あ
り
、
平
成
３
年
に

は「
患
者
の
権
利
法
を
つ
く
る
会
」

が
結
成
さ
れ
、
平
成
25
年
に
医
療

基
本
法
要
綱
案
を
作
成
し
た
。

保
険
医
療
機
関
お
よ
び
保
険
医

は
、
健
康
保
険
法
、
国
民
健
康
保

険
法
、
高
齢
者
の
医
療
の
確
保
に

関
す
る
法
律
に
よ
っ
て
規
制
さ
れ

て
い
る
。
そ
し
て
保
険
診
療
に
関

す
る
更
に
詳
細
な
ル
ー
ル
は
、
健

康
保
険
法
の
規
定
に
基
づ
き
作
成

さ
れ
た
、
昭
和
32
年
４
月
30
日
厚

生
省
令
第
15
号
「
保
険
医
療
機
関

及
び
保
険
医
療
養
担
当
規
則
」
に

お
い
て
規
定
さ
れ
て
い
る
。
こ
の

法
律
お
よ
び
省
令
に
基
づ
き
、
保

険
医
療
機
関
お
よ
び
保
険
医
は
、

厚
生
労
働
大
臣
よ
り
各
種
の
指
導

（
集
団
指
導
、
集
団
的
個
別
指
導
、

新
規
個
別
指
導
、
個
別
指
導
等
）

を
受
け
る
義
務
が
あ
る
。そ
し
て
、

指
導
の
結
果
、「
監
査
要
綱
」
に

定
め
る
監
査
要
件
に
該
当
す
る
と

判
断
し
た
場
合
は
監
査
の
対
象
と

な
る
。
最
近
の
保
険
医
療
機
関
に

対
す
る
指
導
に
関
し
て
は
、
コ
ロ

ナ
禍
の
影
響
も
あ
り
、
特
に
新
規

個
別
指
導
に
お
い
て
は
、
保
険
医

療
機
関
の
開
設
か
ら
指
導
に
至
る

ま
で
に
３
年
近
く
も
経
過
し
て
い

る
よ
う
な
事
例
も
み
ら
れ
た
。
ま

た
個
別
指
導
に
呼
ば
れ
て
も
、
い

ろ
い
ろ
な
理
由
を
つ
け
て
毎
回
欠

席
し
て
い
る
不
誠
実
な
保
険
医
も

い
る
。
監
査
に
関
し
て
も
、
現
時

点
で
は
強
制
力
が
な
い
た
め
保
険

医
療
機
関
取
消
が
確
実
と
思
わ
れ

る
よ
う
な
場
合
は
、
全
て
の
呼
び

出
し
を
欠
席
す
る
保
険
医
も
い
る

（
こ
の
場
合
、
返
還
金
の
算
定
が

で
き
な
い
の
で
当
該
保
険
医
療
機

関
の
逃
げ
得
と
な
っ
て
い
る
）。

現
状
の
指
導
・
監
査
の
最
も
大

き
な
問
題
点
は
、
対
象
が
保
険
診

療
に
係
る
事
項
の
み
に
限
ら
れ
る

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
残
念
な
が

ら
、
自
由
診
療
に
関
し
て
現
在
の

我
が
国
で
は
、
医
学
的
に
正
し
い

か
ど
う
か
に
か
か
わ
ら
ず
、「
何

で
も
や
り
放
題
」な
状
態
で
あ
る
。

保
険
診
療
、
自
由
診
療
に
関
わ
ら

ず
、
全
て
の
医
療
行
為
お
よ
び
医

業
類
似
行
為
に
関
し
て
、
患
者
を

保
護
す
る
意
味
で
の
医
療
基
本
法

が
制
定
さ
れ
る
こ
と
を
切
に
希
望

す
る
。

�

（
蓮
沼�

剛
）

全
て
の
医
療
行
為
お
よ
び
医
業
類
似
行
為
に
関
し
て
、

患
者
を
保
護
す
る
意
味
で
の
医
療
基
本
法
の
制
定
が
必
要
だ
。

医
療
基
本
法
の
制
定
を
望
む

地区医師会長
連絡協議会報告

令和5年6月16日（金）

◎
都
医
か
ら
の
伝
達
事
項

（
１
）
高
齢
者
施
設
に
対
す
る
医

療
体
制
強
化
事
業
の
７
月
以
降
の

変
更
点
に
つ
い
て

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
診
療
報
酬
上
の
特
例
の
終
了
に

伴
い
、
初
診
か
ら
の
電
話
診
療
が

７
月
31
日
（
月
）
か
ら
適
用
外
と

な
る
。
こ
れ
に
伴
い
標
記
事
業
に

つ
い
て
は
、
７
月
か
ら
オ
ン
ラ
イ

ン
診
療
と
往
診
の
み
に
な
る
。

（
２
）
感
染
症
法
に
基
づ
く
「
医

療
措
置
協
定
」
に
関
す
る
事
前
調

査
に
つ
い
て

　

感
染
症
法
の
改
正
に
よ
り
、
都

道
府
県
と
医
療
機
関
の
間
で
感
染

症
対
応
に
係
る
協
定
を
結
ぶ
こ
と

に
な
る
。
こ
れ
に
伴
い
、
東
京
都

か
ら
各
医
療
機
関
へ
本
協
定
締
結

に
関
す
る
事
前
調
査
が
依
頼
さ

れ
る
。

◎
地
区
医
師
会
か
ら
の
報
告

（
１
）
中
央
ブ
ロ
ッ
ク

（
２
）
城
東
ブ
ロ
ッ
ク

（
３
）
城
西
ブ
ロ
ッ
ク

（
４
）
城
南
ブ
ロ
ッ
ク

（
５
）
城
北
ブ
ロ
ッ
ク

①
５
類
移
行
後
の
コ
ロ
ナ
感
染
者

数
の
増
加
に
つ
い
て
（
区
内
集
計

報
告
）�

（
北
区
医
師
会
）

②
オ
ン
ラ
イ
ン
資
格
確
認
シ
ス
テ

ム
導
入
に
係
る
練
馬
区
医
師
会
員

の
意
見
に
つ
い
て

�

（
練
馬
区
医
師
会
）

（
６
）
多
摩
ブ
ロ
ッ
ク

（
７
）
大
学
ブ
ロ
ッ
ク

◎
出
席
者
に
よ
る
意
見
交
換

◎
そ
の
他

（
１
）
第
１
５
４
回
日
本
医
師
会

定
例
代
議
員
会
に
お
け
る
代
表
質

問
に
つ
い
て

（
２
）
１
歳
半
健
診
に
お
け
る
23

区
相
互
乗
り
入
れ
の
要
望
に
つ

い
て

�

（
小
石
川
医
師
会
）

　

新
地
区
医
師
会
長
の
紹
介
が
あ

り
、三
輪
隆
子
会
長（
西
東
京
市
）、

関
根
秀
明
会
長
（
稲
城
市
）、
藤

井
靖
久
会
長（
東
京
医
科
歯
科
大
）

か
ら
挨
拶
が
あ
っ
た
。



5 令和5年7月15日 都 医 ニュース  第689号

写
真
は
杉
並
区
荻
窪
に
あ
る

大
田
黒
公
園
の
銀
杏
並
木
で
あ

る
。
そ
の
樹
齢
は
80
年
を
超
え

て
い
る
と
言
わ
れ
、
白
い
御
影

石
が
敷
か
れ
た
園
路
は
70
ｍ
に

も
及
ぶ
。
大
田
黒
公
園
は
荻
窪

駅
南
口
か
ら
徒
歩
で
10
分
程
の

閑
静
な
住
宅
街
の
中
に
あ
る
。

日
頃
運
動
不
足
気
味
の
私
は
少

し
遠
回
り
し
て
、
杉
並
区
医
師

会
の
休
日
等
夜
間
急
病
診
療
所

が
あ
る
杉
並
保
健
所
の
前
を
通

る
ル
ー
ト
を
歩
い
て
行
く
こ
と

が
多
い
。
公
園
名
の「
大
田
黒
」

は
地
名
で
は
な
く
、
音
楽
評
論

家
の
草
分
け
で
あ
っ
た
大
田
黒

元
雄（
１
８
９
３
～
１
９
７
９
）

の
名
前
か
ら
付
け
ら
れ
た
。
な

ぜ
な
ら
、
大
田
黒
氏
が
前
住
地

の
大
森
山
王
（
現
在
の
大
田
区

山
王
）
か
ら
荻
窪
に
転
居
し
て

以
来
47
年
ほ
ど
過
ご
し
た
屋
敷

を
、
自
分
が
亡
き
後
は
公
園
に

し
て
欲
し
い
と
い
う
氏
の
意
志

を
継
い
だ
遺
族
が
、
杉
並
区
に

寄
付
し
た
か
ら
で
あ
る
。
区
に

よ
り
そ
の
土
地
は
整
備
さ
れ
、

１
９
８
１
年
10
月
１
日
に
日
本

庭
園
と
し
て
開
園
し
た
。
春
に

は
満
開
に
な
っ
た
八
重
桜
が
華

や
か
な
色
合
い
を
奏
で
、
ま
た

晩
秋
に
行
わ
れ
る
紅
葉
の
ラ
イ

ト
ア
ッ
プ
で
は
幻
想
的
な
光
景

が
広
が
る
。
池
に
は
新
潟
県
小

千
谷
市
か
ら
寄
贈
さ
れ
た
宝
石

の
よ
う
な
鯉
が
た
く
さ
ん
泳
い

で
お
り
、
水
面
に
は
色
と
り
ど

り
の
葉
が
映
る
。
洋
館
造
り
の

記
念
館
に
は
１
９
０
０
年
製
の

ス
タ
イ
ン
ウ
ェ
イ
の
ピ
ア
ノ
が

あ
り
、
１
９
１
８
年
に
日
本
に

２
ヶ
月
ほ
ど
滞
在
し
た
ロ
シ
ア

の
作
曲
家
セ
ル
ゲ
イ
・
プ
ロ
コ

フ
ィ
エ
フ
（
１
８
９
１
～
１
９

５
３
）
が
大
森
山
王
の
大
田
黒

邸
で
使
用
し
た
と
言
わ
れ
て
い

る
。
時
折
こ
の
ピ
ア
ノ
を
奏
で

る
コ
ン
サ
ー
ト
が
開
催
さ
れ

る
の
で
、
次
回
は
是
非
と
も

そ
の
音
色
を
聴
き
に
足
を
運
び

た
い
。

�

（
杉
並
区
医
師
会
・
酒
井
隆
介
）

184

コロ
ナ
禍
に
地
域
の
医
療

機
関
同
士
が
協
働
し
て

育
ま
れ
た
チ
ー
ム
力
で

地
域
を
支
え
る

　
　
地
方
独
立
行
政
法
人
東
京
都
立
病
院
機
構 

　
　
東
京
都
立
荏
原
病
院 

院
長 

芝 

祐
信

こ
の
４
年
間
、
都
立
荏
原
病
院

は
東
京
都
医
師
会
の
先
生
方
と
共

に
盾
に
な
っ
て
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
（
以
下
、
Ｃ
Ｏ
Ｖ

Ｉ
Ｄ

─

19
）
か
ら
東
京
を
守
っ
て

き
ま
し
た
。
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ

─

19
と

対
峙
し
て
き
た
の
は
医
療
従
事
者

だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
都
民
一

人
ひ
と
り
の
協
力
も
忘
れ
る
こ
と

は
で
き
ま
せ
ん
。
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ

─

19
に
つ
い
て
は
「
終
わ
り
の
見
え

な
い
闘
い
」
と
い
わ
れ
て
き
ま
し

た
が
、
当
初
は
こ
こ
ま
で
長
く
続

く
と
は
考
え
て
い
ま
せ
ん
で

し
た
。

２
０
２
１
年
１
月
「
重
点
医
療

機
関
」
に
指
定
さ
れ
た
当
院
は
、

実
質
「
コ
ロ
ナ
専
門
病
院
」
と
な

り
苦
悩
と
混
乱
の
状
況
に
置
か
れ

ま
し
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
患
者
の
入

院
受
け
入
れ
を
最
優
先
と
し
、
新

型
コ
ロ
ナ
以
外
の
入
院
や
外
来
の

新
患
、
救
急
の
受
け
入
れ
を
一
時

休
止
し
ま
し
た
。
当
院
が
「
重
点

医
療
機
関
」
の
機
能
を
発
揮
で
き

た
の
は
、
ひ
と
え
に
地
区
医
師
会

の
先
生
方
の
温
か
い
ご
支
援
の
お

か
げ
で
あ
り
、
心
よ
り
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。

２
０
２
２
年
に
入
り
４
回
目
の

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
が
開

始
さ
れ
ま
し
た
が
、
重
症
化
抑
制

効
果
が
期
待
さ
れ
る
ワ
ク
チ
ン
の

登
場
は
当
院
の
新
型
コ
ロ
ナ
対
応

の
転
機
と
な
り
ま
し
た
。
そ
の
年

の
冬
の
第
６
波
ピ
ー
ク
ア
ウ
ト

後
、
一
般
診
療
患
者
の
受
け
入
れ

を
再
開
し
ま
し
た
。
パ
ン
デ
ミ
ッ

ク
の
影
響
を
最
小
限
に
留
め
る
べ

く
、
新
型
コ
ロ
ナ
診
療
と
両
立
さ

せ
な
が
ら
最
大
限
の
一
般
診
療
患

者
の
受
け
入
れ
を
継
続
し
た
結

果
、
救
急
搬
送
件
数
も
着
実
に
上

向
い
て
き
て
い
ま
す
。
ご
尽
力
、

ご
協
力
い
た
だ
い
た
地
区
医
師
会

の
先
生
方
に
は
、
こ
の
場
を
お
借

り
し
て
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

２
０
２
３
年
５
月
８
日
、
Ｃ
Ｏ

Ｖ
Ｉ
Ｄ

─

19
は
５
類
感
染
症
に
移

行
し
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
の
法
律

に
基
づ
き
、
行
政
が
さ
ま
ざ
ま
な

要
請
・
関
与
を
し
て
い
く
仕
組
み

か
ら
、
感
染
対
策
に
つ
い
て
個
人

の
選
択
を
尊
重
し
、
地
域
の
皆
さ

ん
の
自
主
的
な
取
り
組
み
を
基
本

と
す
る
対
応
に
転
換
す
る
こ
と
と

な
り
ま
し
た
。
当
院
は
、
５
類
移

行
後
も
地
域
の
皆
さ
ん
が
安
心
し

て
暮
ら
せ
る
よ
う
に
、
行
政
的
医

療
や
高
度
・
専
門
的
医
療
、
地
域

に
必
要
と
さ
れ
る
医
療
を
更
に
充

実
さ
せ
て
ま
い
り
ま
す
。

紙
面
を
少
し
だ
け
お
借
り
し

て
、
当
院
の
ト
ピ
ッ
ク
を
２
点�

ご
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。�

１
つ
目
は
、
２
０
２
２
年
10
月�

に
新
し
い
放
射
線
治
療
装
置

（HyperArc

付
き
のTrueBeam

）

が
導
入
さ
れ
、
定
位
放
射
線
治
療

や
強
度
変
調
放
射
線
治
療
（
Ｉ
Ｍ

Ｒ
Ｔ
）
が
可
能
に
な
り
ま
し
た
。

今
後
、
呼
吸
同
期
肺
定
位
治
療
も

稼
働
予
定
で
す
。
放
射
線
治
療
部

門
は
常
勤
医
師
が
加
わ
り
、
よ
り

柔
軟
な
対
応
が
可
能
と
な
り
ま
し

た
。
先
生
方
が
診
察
さ
れ
て
「
放

射
線
治
療
は
可
能
か
？
」「
疼
痛

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
は
？
」
と
迷
わ
れ

た
場
合
は
、
ぜ
ひ
当
院
へ
ご
相
談

く
だ
さ
い
。
先
生
方
の
お
力
に
な

れ
る
よ
う
努
力
い
た
し
ま
す
。
２

つ
目
は
、
当
院
の
骨
粗
鬆
症
リ
エ

ゾ
ン
サ
ー
ビ
ス
チ
ー
ム
の
取
り
組

み
が
評
価
さ
れ
、
国
際
骨
粗
鬆
症

財
団
（
Ｉ
Ｏ
Ｆ
）
の
優
良
施
設
認

定
で
銀
賞
を
獲
得
し
ま
し
た
。
入

院
早
期
の
骨
粗
鬆
症
検
査
・
治
療

と
脊
椎
椎
体
骨
折
の
経
皮
的
椎
体

形
成
術
（
Ｂ
Ｋ
Ｐ
）
治
療
に
積
極

的
に
取
り
組
ん
で
お
り
、
整
形
外

科
医
師
複
数
名
の
体
制
で
先
生
方

か
ら
の
ご
依
頼
を
お
待
ち
し
て
お

り
ま
す
。

２
０
２
３
年
も
引
き
続
き
、
地

域
か
ら
信
頼
さ
れ
る
地
域
医
療
支

援
病
院
に
な
れ
る
よ
う
、
地
区
医

師
会
の
先
生
方
と
の
連
携
を
一
層

強
化
し
積
極
的
に
患
者
を
受
け
入

れ
て
い
き
ま
す
。
困
難
事
例
も
地

域
の
医
療
機
関
同
士
が
チ
ー
ム
と

な
っ
て
諦
め
ず
つ
な
ぐ
地
域
完
結

型
医
療
を
推
進
い
た
し
ま
す
。

Ｒ
Ｗ
Ｃ
（
ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド

カ
ッ
プ
）、
Ｆ
Ｉ
Ｆ
Ａ
ワ
ー
ル
ド

カ
ッ
プ
、Ｗ
Ｂ
Ｃ（
ワ
ー
ル
ド
ベ
ー

ス
ボ
ー
ル
ク
ラ
シ
ッ
ク
）
で
起
き

た
数
々
の
奇
跡
は
、
命
の
リ
レ
ー

が
行
わ
れ
る
地
域
医
療
と
重
な
っ

て
見
え
ま
す
。
チ
ー
ム
が
一
丸
と

な
っ
た
と
き
に
こ
そ
驚
異
的
な

チ
ー
ム
力
が
発
揮
さ
れ
ま
す
。
引

き
続
き
皆
様
と
力
を
合
わ
せ
て
、

都
民
の
安
全
・
安
心
に
貢
献
し
て

ま
い
り
ま
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

国
際
化
の
進
ん
だ
現
在
、
海
外
で
学
会
に
参
加
し
た
時
ば
か
り

で
な
く
、
国
内
で
も
日
常
診
療
の
際
に
今
や“
世
界
共
通
語
”と

な
っ
た
英
語
を
使
う
機
会
が
増
え
て
い
る
。
そ
し
て
、
そ
の
た
め

か
第
二
外
国
語
を
廃
止
す
る
大
学
や
医
学
部
も
少
な
か
ら
ず
あ

る
。
そ
う
い
っ
た「
英
語
一
極
集
中
」の
弊
害
に
警
鐘
を
鳴
ら
し

て
い
る
の
が
本
書
で
あ
る
。

　

節
英
と
は
何
か
。
本
書
で
は
、
英
語
の
持
つ
共
通
語
と
し
て
の

利
便
性
を
認
め
つ
つ
、
英
語
学
習
に
お
け
る
壁
や
英
語
か
ら
の
み

得
ら
れ
る
情
報
の
限
界
に
触
れ
、
英
語
以
外
の
言
語
を
学
ぶ
意
義

を
説
い
て
い
る
。

　

日
本
に
い
た
ら
ま
ず
日
本
語
で
、
外
国
へ
行
っ
た
ら
で
き
る
限

り
相
手
国
の
言
葉
を
使
う
努
力
を
す
る
こ
と
が
、
真
の
国
際
化
の

あ
る
べ
き
姿
で
は
な
い
か
。
著
者
の
提
唱
す
る「
節
英
五
か
条
」

と「
り
ん
ご（
隣
語
）を
か
じ
る
」こ
と
で
相
手
へ
の
理
解
が
深
ま

り
、
英
語
だ
け
で
は
知
り
得
な
い
情
報
の
共
有
と
、
日
本
人
が
苦

手
と
さ
れ
る
外
国
語
習
得
に
も
役
立
つ
の
で
あ
る
。

発
行
▼
萬
書
房

価
格
▼
２
２
０
０
円（
税
込
）

節英のすすめ
脱英語依存こそ
国際化・グローバル化
対応のカギ!
木村護郎クリストフ 編著

知ってますか？

従業員等の健康管理を経営的視点から
考えて戦略的に実践すること。従業員の
活力向上や生産性の向上など組織の活
性化をもたらし、結果的に業績向上や組
織の価値向上へつながることが期待され
る。優良な健康経営に取り組む法人を顕
彰する制度が設けられており、「ホワイト
500」などが代表的である。労働力不足
の顕在化を背景に、健康経営に取り組む
ニーズがより高まることが予想される。

健康経営

趣 味 の 散 歩

時を奏でる日本庭園
大田黒公園

HyperArc

IOF優良認定施設銀賞

大田黒公園
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世界初の「IgG4関連疾患センター」を立ち上げました！
　IgG4関連疾患は、都立駒込病院から2003年に提唱された新しい疾患です。同時性および異時性に諸臓器
に腫大、肥厚や腫瘤形成を来す全身性疾患で、血中IgG4値の上昇と病変部への多数のIgG4陽性形質細胞浸
潤を特徴とします。悪性腫瘍との鑑別が重要であり、生検が行われることが多いですが、生検で十分な検体が
採取できない場合や生検が困難な臓器では診断にしばしば難渋します。治療面ではステロイドが奏功しますが、
再燃率が高く、またステロイド不応・依存例も存在し、難病に指定されています。
　比較的稀な疾患ですが、関東地区では本疾患を専門に診療する医師が少ないことから、当院へは難治例を含
め多くの患者さんが紹介されてきます。病変はさまざまな臓器に及び、院内の多くの科が診療に係るので、組
織横断的に対応する必要があります。
　本疾患に関わることの多い診療科（消化器内科・膠原病科・耳鼻咽喉科・眼科・泌尿器科・総合診療科・放
射線科・病理科）において、主な担当医を決めて密な連携をとることにより適切な診療が可能になるため、この
たび世界で初めて「IgG4関連疾患センター」を立ち上げました。診断や治療が困難な例に適切に対応する一方
で、症例を集積して新たな診断・治療法の開発研究に取り組んでいきます。

東京都立病院機構 がん・感染症センター都立駒込病院名誉院長　IgG4関連疾患センター長　神澤輝実 IgG4関連疾患の諸臓器病変

大久保正智玉川医師会

　コロナ禍の玉川医師会写真同好会の活動は限られたものにならざるを
得ませんでした。『玉医ニュース』の写真撮影、医師会館会議室での写真
展示が主でした。個人での撮影、発表あるいはクリニックで作品を展示
している先生もいらっしゃいます。
　原稿のネタがあまりないので、今回は自分のカメラ遍歴でも書こうと
思います。家族の写真を撮ったり、臨床写真を撮ったりはごく普通にし
ていたのですが、写真に対する概念が変わったのは、リコーGRⅢに出合っ
た時からです。2009年8月5日に発売されました。単焦点28mm、F1.9
という明るさが画期的で結構センセーショナルな話題になり、勢いで購
入した記憶があります。単焦点ということは、いうまでもありませんが
ズーム機能はありません。でも画像が圧倒的に綺麗でした。ズームがな
い分、自分が被写体に近寄れば良いという感じでした。GRⅢで撮る写真
の魅力にはまっていくわけです。ということで、写真趣味というのは
2009年がスタートなのです。このカメラにどのくらい思い入れがあるか
というと、現在は生産中止になっていますが、未使用のものをもうワン
セット持っていますというところでしょうか。
　とはいっても、ズームとかマクロのレンズが欲しくなるのは人間の欲
望というもので、抗えるものではありません。その時の僕の気分を察し
たのか、リコーからGXRという機種が発売されたのです。ミラーレス 
一眼レフに分類されますが、画期的なことはレンズを交換するだけでは
なくレンズとそれをコントロールするユニットが一体となって交換でき
るというものだったことです。リコーの回し者ではないですが、これに
も飛びつきました。
　その頃、もう1つの目覚めがありました。フィルムカメラです。デジ
タルカメラでバシバシ撮るのもまあ楽しいのですが、一昔前に戻ってフィ
ルムカメラで一発必中、気合を入れて撮るのも悪くないかなと思ったわ
けです。まあそんな時なんというタイミングでしょうか、デパートの催
事場で世界の中古カメラという催し物があったのです。そこで購入した
のがYASHICAの二眼レフ。１年ぐらいは楽しんでいたのですが、なん
となく物足りなくなっていました。その時にまた悪魔のような、世界の
中古カメラ。購入してしまいました、HASSELBLAD。新品を買うと
100万円以上するものが10分の1以下。これは結構使い倒しました。フィ

ルムの挿入から独特で雰囲気が盛り上がります。いつもカラーとモノク
ロと2つ用意していました。最低でも月に１本は撮っていましたので、
カメラのキタムラの常連でした。ただ、このカメラ重いんです。1.5kg
あります。デジタルカメラも持っていきますから大変です。
　そんなこんなで１台でなんでもこなせて、持ち運びも楽なやつ、とい
うことでミラーレス一眼CANON EOS M3、レンズはTAMRON 18-
200にしました。
　といろいろ書きましたが、持ち運びのことを考えると、もはやメイン
はiPhone13です。
　カメラはタンスの肥やし状態ですが、捨てられません。見ているだけ
でちょっと幸せな気分になるからです。
 （玉医ニュース No.671 令和4年4・5月合併号から抜粋）

写真同好会
ふれあいポスト 各地区会報から

雨雲� 練馬区医師会  本多一義

一点の雲もなく快晴の新宿上空に突然雨雲が広がりました。
その後の模様はご想像にお任せ致します。
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東
京
都
医
師
会

感
染
症
予
防
検
討
委
員
会

（

）

感
染
症
豆
知
識

　2022年8月号でも「サル痘」を紹介したが、再び紹介する。
　2022年5月頃から急速に患者数が増加したサル痘は、
2022年1月1日～8月7日に89カ国・地域から27,814例が報
告されたが、そのほとんどは欧米での発生だった。2022年
7月21日にWHOは、COVID-19などと同じくPHEIC（国際的
に懸念される公衆衛生上の緊急事態）宣言を行った。
　感染者に「サル」にまつわるような印象を与えたり、人種
差別につながる事態が発生したこと、自然宿主はサルでは
なくアフリカのジリス等の齧歯類と思われることなどか
ら、2022年11月28日にWHOは名称を「mpox」（エムポックス）
に変更した。国内でも感染症法上の4類感染症「サル痘」と
なっていたが、2023年5月26日に「エムポックス」に変更さ
れた。
　欧米では2022年7～8月をピークとして減少傾向となり、
2023年5月11日にWHOはPHEIC宣言を解除した。2022年
1月1日～2023年5月2日で世界の確定例は87,301例、その
ほとんどは米国で、次いで欧州となっている。一方、国内
では2023年に入り増加傾向となり、2022年5月2日～2023
年5月2日で129例が報告されている。
　mpoxの予防には天然痘ワクチン（種痘）が有効で、故・
橋爪壮博士ら（当時は千葉県血清研究所所属）が開発した世
界で最も副反応の少ない天然痘ワクチンであるLC16m8株
（現在はKMバイオロジクス株式会社で製造管理）もWHOが
推奨するmpoxワクチンとなっている。
　本ワクチン接種者ではmpoxに対する中和抗体が誘導さ
れていること、ワクチン接種を受けたサルにはmpoxの発
症予防効果が見られたこと、過去の1万例規模の治験では
大きな懸念となる重篤な副反応は見られなかったことなど
が報告されている。
　種痘接種者では、20年後でも半数程度は抗体が保持され
るが、これらがmpoxの発症をどの程度実際に防げるかは
不明である。
 （文責：岡部信彦）

　

地
域
の
保
育
園
の
園
医
を
引
き
受
け
る
こ
と

は
、
地
域
医
療
を
担
う
診
療
所
小
児
科
医
に
と
っ

て
大
事
な
役
目
で
あ
る
。
役
目
と
同
時
に
、
小
児

科
を
磨
く
う
え
で
大
事
な
場
で
も
あ
る
。
毎
年
、

年
度
初
め
に
行
政
か
ら
発
令
通
知
書
を
い
た
だ

く
。
そ
の
従
事
内
容
に
は
、
保
育
所
入
所
児
童
の

健
康
診
断
お
よ
び
保
健
衛
生
指
導
と
書
か
れ
て

い
る
。
墨
田
区
で
は
、
春
秋
の
全
入
所
児
の
健
康

診
断
が
義
務
で
あ
る
。
０
歳
児
の
健
診
は
更
に
多

い
。
１
カ
所
の
園
医
で
あ
れ
ば
負
担
に
は
な
ら
な

い
が
、
地
域
の
小
児
科
専
門
医
は
そ
ん
な
に
多
く

な
い
。
３
、
４
カ
所
の
園
医
を
引
き
受
け
る
の
は

普
通
で
あ
る
。
自
分
の
診
療
所
の
診
療
、
予
防
接

種
、
健
診
と
園
医
の
仕
事
と
な
れ
ば
、
時
間
的
余

裕
は
そ
ん
な
に
な
い
。
し
か
し
、
地
域
の
小
児
医

療
を
支
え
る
立
場
と
し
て
、
前
向
き
に
対
応
す
る

必
要
が
あ
る
。

　

保
育
園
の
健
診
の
場
で
は
、
０
歳
児
、
１
歳
児
、

２
歳
児
、
…
５
歳
児
と
診
て
い
く
と
子
ど
も
の
成

長
や
発
達
を
実
感
で
き
る
。
身
長
や
体
重
な
ど
の

量
的
変
化
の
成
長
で
は
、
い
わ
ゆ
る
大
き
い
、
小

さ
い
が
よ
く
わ
か
る
。
機
能
的
変
化
の
発
達
で

は
、
２
歳
ま
で
に
ほ
と
ん
ど
の
子
が
歩
い
て
い

る
。
健
診
時
に
泣
く
子
は
ほ
と
ん
ど
が
２
歳
ま
で

で
、
４
歳
や
５
歳
で
泣
い
て
い
る
子
ど
も
は
緊
張

の
強
い
子
で
、
健
診
の
場
が
読
め
な
い
子
ど
も
で

あ
る
。
保
育
園
に
い
る
子
ど
も
は
健
康
に
問
題

な
い
子
が
当
た
り
前
で
あ
る
が
、
当
た
り
前
で

あ
る
こ
と
は
き
ち
ん
と
診
察
し
て
い
え
る
こ
と

で
あ
る
。

　

問
題
な
い
と
思
わ
れ
る
集
団
の
健
診
は
、
症
状

を
訴
え
て
く
る
診
療
と
違
い
、
ず
さ
ん
に
な
る
危

惧
が
あ
る
。
心
雑
音
は
聴
診
し
て
わ
か
る
こ
と
、

肝
臓
が
肥
大
し
て
い
る
の
は
腹
部
を
触
診
し
て

わ
か
る
こ
と
。
保
育
園
の
健
診
、
さ
れ
ど
健
診
で

あ
る
。 

（
鈴
木 

洋
）

無 声 拝 聴 園医 再びサル痘（エムポックス）、
そしてワクチン

INFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATION
都医からのお知らせ

問
合
先
日本臨床内科医会　E-mail：jpa@event-mhlab.jp

日臨内「かかりつけ医のためのWEB講座」
～スペシャリストがジェネラリストになるために～

日時▶7月26日（水）19時30分～21時45分
形式▶WEB講演
スポンサードセミナー▶「内科医も知っておくべき骨粗鬆症診療の重要性と進め方」金沢
一平（かなざわ内科 糖尿病・骨粗しょう症クリニック 院長）

WEB講座▶①「片頭痛の治し方～頭痛難民を救う３つのポイント～」樋口正晃（日本臨床
内科医会 学術部 脳・神経班） ②「自律神経障害と血圧について～起立性低血圧、失神、薬の
副作用～」長尾 信（日本臨床内科医会 学術部 循環器班） ③「慢性腎臓病（CKD）における地域連
携と高血圧診療」磯崎泰介（日本臨床内科医会 学術部 腎・電解質班）

取得単位▶日医生涯教育制度2単位（cc：77、30、33、74）

申込方法▶右記よりお申し込み、または当会ホームページをご覧ください。
参加費▶無料

詳しい内容、申請方法等はホームページをご覧ください
www.tokyo-ishikokuho.or.jp

特定健診を受けましょう！

医師国保からのお知らせ

東京都医師国民健康保険組合 ☎03-3270-6434（業務課）

○  40～74歳の方へ受診券をお送りしています。
　健康保持増進のため、是非受診してください。
　健診費用は組合が全額負担します。従業員や家族への自家健診も可能です。

○ 第1種組合員とその配偶者の方は、人間ドック等を受診した際の健診結果
を提出していただきますと、かかった費用の一部を助成します。

　※「特定健診」との併用はできません。

～地域医療を支える皆様の健康が地域の元気を創ります～
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医師会は、とかく利権団体だの圧力団体だのとマスコミに揶揄
されます。そして、同じ医療業界の中にもマスコミの影響を受けて
しまっている方がおり、大変残念に思います。医師会の仕事に一部
でも携わったことがあれば、その活動のほとんどが市民の健康を
守るために費やされていることが分かります。いうまでもなく、地
区医師会は市区町村の行政や保健所と協力しながらその役割を果
たしています。一方で、地域医療を守る会員の先生方のために、
所属する病院・診療所を問わず全ての医療機関が最適な医療提供
体制を構築・維持し、医療制度を円滑に、かつ効率的に運用する
ために活動しています。「市民の生命と健康を守る」という本義を忘
れず、会員の先生方に「医師会に所属していて良かった」と思って
いただけるように職責を果たしていくと同時に、マスコミに貼られ
た悪いイメージのレッテルを少しでも払拭できるように、今後医師
会は今まで以上に社会貢献活動等にも力を入れるべきだと考えて
います。
会長職を拝命する以前からのコロナ禍の3年間、感染症担当理

事（本来の専門は感染症とはかけ離れておりますが）として、コロ
ナ禍における地域医療提供体制の構築と運用に携わってきました。
新型コロナウイルス感染症に対する地域の取り組みにおいては、各
地区医師会や東京都医師会が非常に大きな力を発揮してきました
が、八王子市における私自身の経験では、有効な対策を講じるう
えで最も重要な役割を果たしたのは、医師会と行政・保健所との
連携、医療機関同士の連携と、それに加えて高齢者施設や教育機
関等との多職種間の連携だったと考えています。感染症対策に限っ

た話ではなく、以前に比べて医師の、ひいては医師会の関与しな
ければならない責務は多岐にわたり、行政や保健所だけでなく、
多職種が協働で事に当たる必要性も増しています。コロナ禍にお
ける経験から、その連携こそが医師会がその使命を果たすうえで
最も大切なものだと痛感しています。
これまでにも、在宅医療や介護の現場においては多職種連携の
場が構築されてきましたが、今後はこれまで地域において充分な
連携が図られてこなかった学校保健等の分野においても、多職種
連携を強化していきたいと思います。教育委員会はもとより、養護
教諭をはじめとする学校教育の現場に関わる多職種の方 と々学校
医との間で連絡会を開催し、健診をはじめとする学校保健業務の
共通認識と理解を深めると同時に、学校医が中心となって医療の
プロとしての提言を行うことにより、学校保健に携わる全ての方々
と教育現場で現実に起きている医療が関わる問題について情報を
共有し、児童にとって最適な対策を地域で構築することができれ
ば幸いと考えています。
最後に個人的な話ですが、もともと読書が趣味で、特に中国の
古典に関する小説を愛読しています。古代中国の商（殷）王朝の始
祖である湯王の教えといわれる、「諫めの言葉を聴き入れて逆らわ
ない」「古人の教えを遵守する」「人の上に立っては下情に通ずる」「人
の下に居ては真心を尽くして仕える」「他人に対しては完全さを求め
ず、自分自身を至らぬものとして律する」の言葉を事務仕事用の机
の前に貼っています。その教えを忘れることなく、「日々に新たなり」
の気持ちを忘れず職務に臨んでまいる所存です。

地区医師会長からの一言
コロナ禍から医師会が学んだこと
八王子市医師会長　鳥羽正浩
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